ACCUニュース339号(2003年7月)

ACCUプログラム

中国・韓国への教職員派遣事業 

最先端の教育現場を訪れて 

ACCUは2003年３月、文部科学省の支援によって、中国及び韓国への「教職員派遣事業」を実施した。 これは、昨年12月と今年１月に実施した職員招へいプログラム*のフォローアップ事業で、 その際に参加者を受け入れた県の教職員等各２名を、相手国へ派遣したものである。 

背景 

ＡＣＣＵでは、2000年を皮切りに中国及び韓国から教職員をわが国に招へいする事業を展開してきた。当事業は、日本の学校教育事情等への理解を深めるために、東京での研修の後、参加者が小グループに分かれて、かねてより国際交流に関心を寄せていた都道府県を訪問するものである。これまでに中国97名、韓国199名の教職員が日本の教育現場を訪れた。その流れを受けて、今回のプログラムでは逆に日本から教職員と県教育委員会代表者を派遣した。日中韓教職員の交流をさらに深めつつ、当該国の教育事情等を把握する他、可能な限り継続的な学校間交流に発展させることを目的とし、主に現地の学校見学における教員及び生徒との意見交換を行った。

中国訪問（2003年3月2日～８日）

「重点学校」の取り組み 
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　中国では北京、上海、杭州といった異なる地域の学校を訪問したが、どこも「重点学校」（モデル校）であったため、コンピュータやインターネットを駆使した授業、中国語を一切使わない英語による数学の授業、外国との幅広い交流活動など、教師と生徒が一体となって奮闘努力している様子がうかがえた。日本の教職員たちも、その先進的な教育環境に触発されるところが大いにあったようだ。 

加えて中国の街の発展ぶりには目を見張るものがあった。あちらこちらに高層ビルが立ち並び、古い建物は新しく建て替えられ、自転車の洪水とゴミの山は一掃され、すっかり整然とした近代都市となっていた。社会全体に勢いと力強さを感じた。 
韓国訪問（2003年３月16日～20日） 

楽しく英語を学ぶ 

　韓国では小学校から英語教育を導入しており、この取り組みに対する参加者の関心は高かった。ある学校では、構内のフリースペースという空間に「英語ゾーン」と呼ばれる箱庭があり、それぞれの建物模型等には英語で説明書きがされていた。英語の授業は、ゲーム感覚で楽しみながら英語を覚えていく参加型で、ボールやルーレット盤を使う工夫がされていた。 

　また、学校のＩＴ化に驚いた参加者も多かった。各クラスには大型のスクリーンが備え付けられており、教科書と連動した視聴覚教材を利用できる仕組みになっていた。ただし、「インターネットで調べものをすることで本を読む習慣がなくなってきて困っている」といったような、ＩＴ化がもたらす悪影響を危惧する声も聞かれた。 

　夕食の席では、日韓の教職員どうしがこれからの教育のあり方や、韓国で実施されている教員の評価制度導入の是非についてなど､相互の教育事情について熱心に言葉を交し合った。また、杯を傾けながら日常の生活習慣についても語り合い相互理解を深めた。 

将来の展望 

　現在、当派遣プログラムの参加者の中には、姉妹校締結に向けて相手国の学校と交渉を始めている学校があると聞く。これは、このプログラムにおいて深化した個人と個人の交流こそが、草の根レベルから一気に学校レベルへの発展を遂げていく基盤を作っていくために重要なものであることを如実に示す一例であろう。さらに、学校は、地域への影響力もあり、派遣プログラムの波及効果には期待するものが大きい。個人間交流から学校間の交流、さらには地域間の交流が生まれるという、新たな進展に繋げるためにも、ＡＣＣＵとしては、日本と諸外国との交流をあらゆるレベルで深め合い、相互理解の足がかりをつけるような、人物交流事業を積極的に手掛けていきたいと考えている。 
文：池添　敬道（企画課係長） 

* 中国プログラム：和歌山、岡山、広島、高知、　韓国プログラム：山口、鳥取、香川、宮崎 
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